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ひとり親世帯
臨時特別給付金

公共施設の対応、市主催イベント・行事の実施可否基準、小中学校の教育活動、各種支援策等は、
いずれも同感染症の拡大状況等を鑑み、随時見直しをしています。右記QRコードから、市HP「新
型コロナウイルス感染症関連情報」ページを参照し、最新情報を確認してください。また、各種支
援策等は本紙６月号２〜５ページ、７月号２・３ページにも掲載しています。

新型コロナウイルス感染症の影響による失業や廃業、収入が
一定程度減少した人は、申請により令和２年２月から令和３
年３月までの保険料（税）の一部又は全額が減免されます。
新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、郵送による申
請にご協力をお願いします。
※�市役所本庁舎３階大会議室で９月30日㈬まで受付や相談業
務を実施します。
●申請方法　電話で問合せ先に問い合わせてください
●問合せ　減免専用コールセンター（☎〈７6〉1451）
●受付時間　電話・窓口ともに平日午前９時～午後５時

本紙６月号２ページでお知らせした特別定額給付金の受
付は８月20日㈭で締め切ります。市から送付した申請書
類に必要事項を記入し、申請期限までに同封の返信用封
筒で返信してください。
●給付対象者� 基準日（令和２年４月2７日）時点で、安
城市の住民基本台帳に記録されている者
●受給権者　給付対象者の属する世帯の世帯主
●申請期限　令和２年８月２０日㈭（消印有効）
●問合せ　安城市特別定額給付金コールセンター
(☎〈７1〉2285)

新型コロナウイルス感染症に関する市からのお知らせ

緊急特集

新型コロナウイルス感染症に関する電話相談窓口

●衣浦東部保健所生活環境安全課
　☎〈２１〉４７９７（平日午前9時〜午後５時）　
●帰国者・接触者相談センター
☎〈２２〉１6９９（平日午前9時〜午後５時、夜間・㈯㈰㈷は
オンコール体制）

●県保健医療局健康医務部健康対策課感染症グループ
　☎０５２〈９５４〉6２７２（午前9時〜午後５時、㈯㈰㈷も実施）
●厚生労働省の電話相談窓口（フリーダイヤル）
　☎〈０１２０〉５6５6５３（午前9時〜午後9時、㈯㈰㈷も実施）

安城市独自の支援策等は市HP（右記QR
コードから参照可）に掲載しています。

児童生徒生活支援給付金

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている
就学援助受給世帯に対し、対象児童生徒１人に
つき３万円を支給します。
●支給対象者　下記のいずれかに該当し、ひと
り親世帯臨時特別給付金（上記参照）を受給して
いない人
①�令和２年６月１日時点で就学援助を受給して
いる人
②��令和３年２月末までに新規で就学援助の認定
を受けた人
●申請　支給を受けるための申請は不要
●支給方法　就学援助と同じ方法で支給
●支給予定日
 対象者①➡令和２年８月末頃
 対象者②➡就学援助認定後
●その他　当給付金の支給を希望しない場合は
８月14日㈮までに学校教育課へ連絡してくださ
い
●問合せ　学校教育課（☎〈７1〉2254）

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている
ひとり親世帯の生活を支援するため、児童扶養
手当を受給する世帯等に対し、給付金を支給し
ます。対象となる要件や給付金額、申請手続き
については、本紙折込みの「ひとり親世帯臨時
特別給付金のご案内」を参照してください。
●問合せ　子育て支援課（☎〈７1〉2229）

�新型コロナウイルス感染症の影響による
国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・
介護保険料の減免

特別定額給付金（１０万円）の申請は
８月２０日㈭まで

外国語訳は２8ページに掲載
For further information, see page ２8.
Veja a página ２8 para detalhes.
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人との間隔は
できるだけ
  2ｍ空ける

人との間隔がとれない時は
症状がなくても

マスク着用
※熱中症に注意！

手や顔を洗う
手指の消毒も

会った人と
      場所を記録

３密の回避
（密集・密接・密閉）

買い物は少人数で
すいた時間に
素早く

スポーツや
トレーニングは
自宅で動画
を活用

持ち帰りや
デリバリーを
活用

テレワークや
オンライン会議
を活用

感染拡大を防ぐため、日常生活の中で
取り入れたい実践例の一部を紹介します。「新しい生活様式」の実践例（抜粋）

新型コロナウイルス感染症に関する市からのお知らせ

　緊急事態宣言の解除以降、穏やかな日常が戻
りつつあります。本市の感染発生件数は６月末
までで３件で、人口19万人という都市規模を考
えますと感染拡大は抑えられていると言えまし
ょう。これも市民の皆さんのご理解ご協力のお
かげであり、心より感謝申し上げます。
　しかしながら、諸外国はもちろん国内でも新
たな感染は続いており、特に人口密度の高い大
都市では深刻です。感染症第一波のピークを過
ぎても、油断をすれば突発的な感染拡大が、い
つどこで起きても不思議ではない状況が続いて
いることを忘れてはなりません。
　緊急事態宣言以降、国民生活には様々な制約
が生じ、健康面のみならず社会的な悪影響も出
ており、国や県が様々な生活支援や経済対策を
打ち出しました。こうした動きに合わせて、市
としてはきめ細かさを生かして、国・県の支援
では手の届かない分野への手当てを講じてまい
りました。
　本市は特に、人口増加が続き若年人口が安定
しています。また日本の産業活力の中核を担っ

ているという地域特性もあるため、未来を担う
世代と地域の産業活力を意識した支援策を進め
てまいりました。
　コロナ感染は現在、この地域では小休止状態
にあるように感じられます。私たちは、つかの
間の平穏の内にウイルス感染症の第二波に備え
るとともに、「With�コロナ」を前提とした「新た
な日常」を受け入れてゆかねばなりません。
　さらに、これからの季節は豪雨や台風の被害
が起きやすく、また南海トラフ地震の発生も心
配せねばなりません。多くの皆さんが避難先と
される場での感染症予防も急務と考えています。
　引き続き感
染症対策を重
点課題としつ
つ、未来に向
けた地域活力
の再生につい
ても皆さんと
ともに考え、
その両立を図
ってまいりま
す。

神谷学市長
からの

メッセージ
新たな日常を生きる

アンフォーレ及びマーメイドパレスに
導入したサーモグラフィ検温システム

外国語訳は２8ページに掲載
For further information, see page ２8.
Veja a página ２8 para detalhes.


